
　

ラ
イ
オ
ン
ズ
国
際
協
会
の
目
的
と
道
徳
綱
領
は
、

私
た
ち
に
「
世
界
の
間
に
相
互
理
解
の
精
神
を
培
い

発
展
す
る
」
と
い
う
義
務
を
課
し
て
い
る
。

　

世
界
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
百
三
十
五
万
人

（
日
本
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
十
三
万
人
。内
山

形
県
内
の
会
員
二
千
二
百
余
名
）
は
、
国
境
や
海
を

こ
え
て
、
互
い
に
力
を
合
わ
せ
、
こ
の
使
命
の
達
成

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
言
葉
、
文
化
、
政
治
的
立
場

の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
世
界
の
人
々
は
、
善
意
と
相
互

尊
重
に
基
づ
く
高
度
な
行
動
規
範
が
確
立
さ
れ
た
社

会
に
暮
ら
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

構
想
を
支
援
す
る
山
形
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
は
、
四
十
四
名
の
会
員
で
、
設
立
五
周
年

を
迎
え
て
い
る
若
い
団
体
で
あ
る
。

　
「
本
音
で
ふ
れ
合
う
ク
ラ
ブ
の
絆
」「
汗
と
足
で
築

こ
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
（
奉
仕
）」
が
会
長
と
し
て

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。

　

毎
月
二
回
の
定
例
会
開
催
時
、例
会
講
演
と
し
て
、

山
形
県
め
だ
か
の
学
校
校
長
佐
藤
政
則
氏
か
ら
、「
自

然
と
共
生
」
と
題
し
、
メ
ダ
カ
の
研
究
と
そ
の
繁
殖

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
現
状
を
拝
聴
し
、
当
時
の

環
境
保
全
委
員
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
、
自
由
に
釣
り
や
生
き
物
の
観
察
な
ど

が
出
来
る
環
境
が
な
い
も
の
か
と
模
索
し
て
い
た
。

　

山
形
市
東
沢
地
区
住
民
の
方
々
が
、
平
成
十
四
年

に
東
沢
小
学
校
創
立
百
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
、

小
学
校
周
辺
の
河
川
敷
を
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

何
か
利
用
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
、
浮
か
び
あ

が
っ
た
の
が
「
ビ
オ
ト
ー
プ
の
里
ガ
ン
ド
パ
ー
ク
」

構
想
で
あ
っ
た
。「
ガ
ン
ド
」
と
は
、
近
く
に
位
置
す

る
「
雁
戸
山
」
に
ち
な
ん
だ
。
そ
の
情
報
を
得
て
環

境
委
員
会
が
、
ビ
オ
ト
ー
プ
（
動
植
物
の
生
息
空
間
）

に
メ
ダ
カ
な
ど
が
共
生
す
る
場
所
に
す
る
支
援
協
力

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
申
し
入
れ
た
。

　

東
沢
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
会
長
石
澤
實
氏
が

発
起
人
と
な
り
、
学
校
、
地
区
民
の
方
々
が
中
心
と

な
っ
て
、
交
流
の
場
、
融
和
を
図
れ
る
広
場
を
計
画

立
案
し
、
行
政
当
局
に
要
望
書
を
提
出
し
て
、
そ
の

整
備
事
業
が
認
可
承
認
さ
れ
た
。
地
域
主
導
型
で
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
の

は
、
県
内
で
は
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

場
所
は
、
東
沢
小
学
校
の
北
側
に
架
か
る
棒
原
橋

か
ら
、
三
百
㍍ 
ほ
ど
上
流
の
え
ん
提
ま
で
の
馬
見
ヶ

崎
川
原
両
岸
、
名
前
の
由
来
と
な
る
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
「
雁
戸
山
」
が
望
め
る
す
ば
ら
し
い
場
所
で
あ
る
。

　

野
外
で
遊
ぶ
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に
成
長
し
て
ほ

し
い
と
の
願
い
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
、
自
由
に
遊

べ
る
プ
レ
ー
パ
ー
ク
や
、
自
然
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
ビ
オ
ト
ー
プ
、
コ
ス
モ
ス
ロ
ー
ド
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
「
顔
」
を
も
つ
親
水
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
。

　

ホ
タ
ル
や
メ
ダ
カ
な
ど
が
住
む
場
所
を
配
置
し
、

併
せ
て
ビ
オ
ト
ー
プ
を
作
る
事
は
県
内
で
は
初
め
て

の
試
み
で
あ
り
、
木
板
な
ど
廃
材
を
置
き
子
ど
も
た

ち
が
自
ら
の
手
で
遊
具
を
作
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整

備
す
る
。

　

一
方
、
右
岸
に
は
桜
を
植
栽
し
、
コ
ス
モ
ス
ロ
ー

ド
を
作
り
、春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
住
民
の
交
流
や
、

憩
い
の
場
所
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
既
に
整
地

を
終
了
し
、
平
成
十
七
年
完
成
の
予
定
で
あ
る
。

　

石
澤
会
長
は
、「
自
然
の
中
で
の
遊
び
方
を
知
ら
な

い
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
。
自
由
な
遊
び
場
を
つ
く

り
、
地
域
の
人
々
に
身
守
ら
れ
な
が
ら
、
た
く
ま
し
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ラ
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く
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い
る
。
四
半
世
紀

前
ま
で
は
、
緑
が
溢
れ
、
馬
見
ヶ
崎
川
の
清
流
が
あ

り
、
ま
る
で
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
に
出
て
く
る
よ

う
な
原
風
景
の
中
で
子
ど
も
た
ち
は
存
分
に
自
然
と

戯
れ
、
学
び
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
す

る
。
し
か
し
現
在
で
は
「
川
は
危
険
！
」「
野
山
は
危

な
い
！
」
…
と
、
大
人
の
都
合
で
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
の
芽
を
摘
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

子
ど
も
た
ち
は
大
人
が
考
え
つ
か
な
い
自
由
な
発

想
を
も
っ
て
い
る
。
今
、
進
め
て
い
る
事
業
の
目
標

に
は
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
」
の
な

か
で
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
な
り
に

何
か
を
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
大
人

の
考
え
を
も
つ
こ
と
は
出
来
な
い

が
、
大
人
は
子
ど
も
だ
っ
た
頃
の
自

分
を
思
い
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
「
お
せ
っ
か
い
」に
な
ら
な
い
程
度

に
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
が
育
て

る
」
と
い
う
考
え
も
、
東
沢
の
大
人

の
一
員
と
し
て
思
う
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
精
神
は
「
社
会
奉

仕
に
精
進
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
わ

が
山
形
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
は
毎
年
、
三
役
の
交
替
、
担
当
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
変
更
が
あ
る
。
た
と
え
変
更
が
あ
っ
て
も
、
こ

の
環
境
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
（
奉
仕
）
は
、
当
ク
ラ

ブ
の
継
続
奉
仕
活
動
と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。
よ

り
一
層
地
域
住
民
の
方
々
と
一
体
と
な
っ
て
奉
仕
活

動
へ
の
取
り
組
み
を
強
め
て
い
き
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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河川敷整備ボランティア

■奥山　末次郎
　（おくやま・すえじろう）

㈲奥山労務電算システム代表取締役。

昭和７年７月10日生まれ。

山形センチュリーライオンズ第５代会長。

連絡先

山形市若宮63

T E L：023-645-4438

FAX：023-645-2263

ビ
オ
ト
ー
プ
ガ
ン
ド
パ
ー
ク
構
想
図

会員数クラブ数地区番号
3,04875Ａ北海道（道央地区）331
3,560100Ｂ北海道（道北・道東地区）
2,46662Ｃ北海道（道南地区）
9,074237小　計
2,43567Ａ青森332
2,08957Ｂ岩手
2,02381Ｃ宮城
2,51482Ｄ福島
2,23757Ｅ山形
1,80957Ｆ秋田
13,107401小　計
5,592140Ａ新潟／群馬333
4,684141Ｂ茨城／栃木
3,706126Ｃ千葉
13,982407小　計
5,853197Ａ東京330
6,374199Ｂ神奈川／山梨／東京
3,265111Ｃ埼玉
15,492507小　計
6,448114Ａ愛知334
4,57092Ｂ岐阜／三重
3,86984Ｃ静岡
4,69798Ｄ富山／石川／福井
2,67255Ｅ長野
22,256443小　計
3,686116Ａ兵庫（東）335
7,882192Ｂ大阪／和歌山
5,004122Ｃ滋賀／京都／奈良
2,76767Ｄ兵庫（西）
19,339497小　計
7,000151Ａ徳島／高知／香川／愛媛336
4,376104Ｂ鳥取／岡山
4,428107Ｃ広島
4,340109Ｄ島根／山口
20,144471小　計
5,483119Ａ福岡／長崎337
3,46994Ｂ大分／宮崎
3,36183Ｃ佐賀／長崎
4,817142Ｄ熊本／鹿児島／沖縄
17,130438小　計
130,5243,401合　　　計

日本ライオンズクラブ分布
(2003年11月30日　国際協会集計）


